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デジタルビジネスへの注目



汎用目的技術
（GPT: General Purpose Technology）

• 社会全体に適用可能な基幹的技術
• それによって応用的な技術革新が引き起こされる

蒸気機関
蒸気ポンプ
蒸気機関車
蒸気船

内燃機関
自動車

飛行機

ITは「汎用目的技術」になった
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汎用目的技術

① 広域浸透性

② 継続的改善

③ 新製品等の発明・生産の容易化

※Bresnahan, Trajtenbergによる
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省力化・自動化 付加価値化
ＩＴ投資の目的

バックエンド

業務（定型的業

務：生産管理・流通管

理等）

フロント業務
（サービス開発、製品

開発、マーケティング

等）

ＩＴ投資の対象

従来のＩＴ投資領域

新しいＩＴ投資領域

攻めのＩＴ

「攻めのIT」の出現

既存業務の省力化を支援する従来のIT投資領域に加えて、情報技術の急速な進展とと
もに、新しいIT投資領域（「攻めのIT」）が出現しつつある
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省力化 付加価値化

ＩＴ投資の目的

バックエンド

業務（定型的業務）

フロント業務
（非定型業務）

ＩＴ投資の対象

従来型IT投資

攻めのIT投資

デジタルビジネス

サービス

マネタイズ

デジタル・

ビジネス

ITで新しいサービス
を創り出していく

デジタルビジネスは、単なる業務支援ではなく、サービスそのものを創り出し、マネタイズに直結する
IT領域。「攻めのIT」の中のより先鋭的領域と考えていい。フィンテックもデジタルビジネスの一つ。

※デジタルビジネス：デジタル技術によって現実世界を写し取り、推論や学習を通じて導出された成果をフィードバックさ
せることによって、新しい価値を提供するビジネス（NTTデータ経営研究所）
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なぜデジタルビジネスが注目されているか

大企業の優位性の低下／小規模企業の活性化

取引コストの減少

経営資源取得の容易化

クラウドソーシング／クラウドファンディング

業界の壁の崩壊

専門的知見の容易な形式知化

ものを作る機能のコモディティ化

ビジネス展開のスピードアップ

インターネットやスマホ等の既存プラットフォームの上にあるビジネス

のため、追加投資も少なくて済む
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新たに必要となるケイパビリティ
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（参考）SOR・SOE・SOI

新しいIT領域を示すキーワードがいくつか出現しはじめているが、いずれも、「攻めのIT（デ
ジタルビジネス）」と同様。向かう方向はいずれも、「お客様との接点」をITで再設計してい
くこと。

SOR
（Systems of

Record）

SOE
（Systems of 
Engagement）

SOI
（Systems of 

Insight）

業務データを
記録するため
のシステム

顧客等との関係性を構
築するためのシステム

SOR、SOEの双方から新
たな知見や洞察を得る
ためのシステム

SORからSOE・SOIへ
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「デジタルビジネス」と従来のITとの比較

目的

従来のIT領域 「デジタルビジネス」領域

省力化・合理化が中心 付加価値向上

検討主幹 情報システム部門

（情報システム部門長）

事業企画部門、サービス企画部門

（事業部門長、経営者）

ニーズ 社内ユーザ視点から 顧客（エンドユーザ）視点から

要求仕様 比較的当初から明確 仕様が全く見えないところから開

始する
対象範囲

あくまで自社ビジネス・自業界に

閉じる

自社、自業界に閉じず、他社・他

業界とも連携していく可能性もあ

る

新しい「デジタルビジネス」領域は、従来のITと異なる特徴を持っている

対象 既存の業務 新しいサービス
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デジタルビジネスに求められるケイパビリティ

上流工程

従来のIT領域 「デジタルビジネス」領域

• 業務部門のニーズを聞き取り、明

確な要求仕様に落とし込む（明確

なRFPを作る）

• エンドユーザの潜在的で可視化さ

れていないニーズを見出し、解決

につながるサービスを模索する

コミュニ

ケーション

• IT部門内と、業務部門との間がコ

ミュニケーションのほとんど

• エンドユーザ、特にエクストリーム

ユーザとの対話を重視。

• さらに、サービス連携先の業界とも

コミュニケーションを取る

開発工程

• ウオーターフォール型開発

• 信頼性・安全性をプロセスを通じ

高めていく

• PM（コスト・スケジュール等）を重

視する

• アジャイル型開発（試行と評価の繰

り返し）

• 品質よりスピード重視

• 「曖昧な仕様で開発し、エンドユー

ザから叩かれる」リスクを恐れない

「デジタルビジネス」を構築するためには、従来と大きく異なるケイパビリティが必要不可欠
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デジタル・ビジネスの普及イメージ



データの活用・融合によるデジタルビジネス

企業 サービス

企業 サービス

行政機関 サービス

企業 サービス

行政機関 サービス

企業 サービス

行政機関 サービス
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（参考）テレマティクス保険

「テレマティクス」とは「テレコミュニケーション（通信）+インフォマティクス（情報工学）」を意
味する。テレマティクス保険は、走行距離（PAYD）や運転行動（PHYD）等の運転情報を取
得分析し、その情報を元に保険料を算出するもの。

車両自己分析
データを点検用
に活用
（“OBDⅡ”等）

※OBD（On-board diagnostics）：自動車に搭載されるコンピュータ（ECU）が行う事故故障診断。故障の箇
所や内容に応じたコードとして記録。OBDⅡコネクタからは、走行中の水温や燃費等も抽出できる

運転特性（急ブ
レーキ、発進等）
データとして捉え、
保険料の割引率
決定の活用
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（参考）農家向け意思決定支援サービス

農業バイオ企業では、気象データ等のオープンデータをもとに、個別農家向けの意思決
定支援サービスを実施。合わせて損害補償を目的とした保険サービスの提供も視野に入
れている

気象データ

作物・種をまく
時期、世話の
仕方や収穫量・
売上高を予測

土壌データ

収穫量データ

損害補償保
険を加味し、
成果実現にコ
ミット



ファンクションの分解・融合

企業等

サービス

ファンクション

ファンクション

アンバンドリング

企業等

サービス

リバンドリング
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FINTECHによるアンバンドリング

決済・送金

個人財産管理

融資

…

金融機関による
一体的機能提供

Paypal
Coiney

MoneyForword
Zaim

Lendingclub
maneo

FINTECHによる
個別機能提供



18Copyright © 2016 NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT CONSULTING, Inc.

Uberエコシステムによるリバンドリング

A

P

I

UNITED（航空）

OpenTable（レストラン）

TimeOut（観光）

HYATT（ホテル）

metromile（自動車保険）

UBER
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デジタルビジネスの新しい成功要因

「データの活用・融合」

 独自のデータを保有していること

 組織として「データ活用力」を持っていること

「ファンクションの分解・融合」

アンバンドリングされたファンクションの評価能力

「ファンクションの組み合わせ」への評価能力

顧客特性の深い理解
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今後の課題
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今後の課題

出現しつつある「デジタルビジネス」（＝フィンテック）に、既

存プレイヤーとしてどのように対応していくか？

 連携するのか／自らも乗り出すのか

自らもフィンテックを創造することを指向する場合、必要と

なる新しいケイパビリティをいかにして取得していくか？

 従来保有しているケイパビリティとは異なる

 「デジタルビジネス」と「既存のIT」という異なる特性を持つ

ものを一体としていかにマネジメントしていくか？

 信頼性・安全性の確保 等
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